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 Chōsei is generally a term expressing ancient politics in the sense of “politics of the court”. Traditionally, 
it has been vaguely captured as chōdōsei or asamatsurigoto. In this paper, from the viewpoint of Japan-China 
comparison, I analyze examples of chōsei found in Japanese-Chinese historical records, while paying 
attention to the origin of chōsei, trying to define chōsei as “political affairs of the court,” and point out the 
innovation of the period of Emperor Suiko in the history of chōsei. 
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1 新村出編『広辞苑』（第六版、岩波書店、2008年）1831 頁、尾崎雄二郎等編『角川大字源』（角川書店、
1992年）849頁、鎌田正等編『大漢語林』（大修館書店、1992 年）692頁、松村明・三省堂編集所編『大辞
林』（三省堂、1995 年）1659 頁、藤木邦彦執筆の「朝政」条（角田文衛監修『平安時代史事典 本編下』角
川書店、1994年）1645頁。 
2 新村注 1前掲書、白川静『字通』（平凡社、1996年）1110頁、永原慶二監修『岩波日本史辞典』（岩波書

















































                                            




6 岸注 3前掲書、2-5頁。 
7 林部均「古代宮都と考古学」（『古代宮都形成過程の研究』青木書店、2001 年）16-27 頁。 
馬 梓豪「日中比較からみる日本古代朝政の特色」 
































  （４）朝廷の政治（『大漢語林』） 
  （５）朝廷の行う政治（『大辞林』） 






























































                                            
12 白川注 2前掲書、同『字統』（平凡社、1985 年）603 頁、鎌田注 1前掲書、尾崎注 1前掲書、藤堂明保等
編『漢字源』（学習研究社、1994年）579 頁。 
13 尾崎注 1前掲書、575 頁と同書、583頁。鎌田注 1前掲書、469頁と同書、476頁。白川注 2前掲書、1134
頁と同書、1141 頁。藤堂注 12 前掲書、395頁と同書、389 頁。 
14 井上注 3前掲書、315 頁。 
15 佐竹昭「朝廷の語義について」『古代文化』巻 46号 9、1994年。 
16 白川注 2前掲書（901 頁）と同注 12前掲書（495 頁）を参照。 
馬 梓豪「日中比較からみる日本古代朝政の特色」 






































21 陳奇猷『呂氏春秋校釈』（学林出版社、1984年）1549 頁。 
22 白川注 2前掲書（901 頁）と同注 12前掲書（495 頁）を参照。尾崎注 1前掲書（769頁）と鎌田注 1 前掲
書（618頁）のように、白川説と全く同じと考える説もあり、藤堂注 12 前掲書（528 頁）のように、「政は
もと、まっすぐに整えること。のち、社会を整えるすべての仕事のこと」と考える説もある。各説は支配の
程度や方式などについては異なる理解を示しているが、「ただす」と解している点では一致している。 





















































                                            

















































                                            










37 大津注 36前掲書、13 頁。 































































































                                            
41 武田祐吉「御門考」『文学』第 10巻 3 号、1942年。 
42 小学館国語辞典編集部編『精選版 日本国語大辞典 第三卷』の「みかど」条（小学館、2006 年、783
頁）を参照。 
43 時枝誠記等編『角川国語大辞典』の「みかど」条（角川書店、1983 年、2001頁）を参照。 
44 白川静『字訓』の「みかど」条（平凡社、1992 年、715頁）を参照。 
45 日本古典文学全集『古事記 上代歌謡』の頭注 19（小学館、1975年、328 頁）を参照。 
46 国学院大学研究開発推進機構日本文化研究所編『万葉集神事語辞典』の「みかど」条（国学院大学、2008
年、233頁）を参照。 
47 新日本古典文学大系『続日本紀一』の補註 1−20（岩波書店、1989年、247 頁）を参照。 

























































巻紀 天皇・中央政府 宮・庭などの場所 天皇の治世 国家・国土 朝堂 
朝 朝庭（廷） 朝 朝庭（廷） 
5崇神 1 1  1    
6垂仁 1       
7景行 2 1      
9神功 3       
10応神 4 1 2     
11仁徳 1  1     
14雄略 4   1    
15清寧・顕宗 1  1    1 
16武烈 1  1     
17継体 2   2    
18安閑  1      
19欽明 3 1   1   
20敏達 4 5      
21用明  1 1     
21崇峻  5      
22推古  1 3 1    
23舒明   3  1 1  
24皇極 2  2    1 
25孝徳 3 1 5 3    
26斉明 5  2   1 1 
27天智    1    
28天武 3 2      
29天武 6 4  6 2   



















                                            
51 佐竹昭「古代宮室における『朝庭』の系譜」の注 5（『日本歴史』547号、1993 年）を参考。 















































53 注 15と注 51の佐竹前掲論文を参照。 
54 岸俊男「朝堂の初歩的考察」（『日本古代宮都の研究』岩波書店、1988年）239-242 頁。 
55 志村注 3前掲書、63-66頁。 
56『万葉集』巻二十、4350番。 
57 井上注 3前掲書、315-317頁。 
馬 梓豪「日中比較からみる日本古代朝政の特色」 








































                                            




61 白川注 2前掲書（901 頁）と同注 12前掲書（495 頁）を参照。 





頁）、尾崎注 1前掲書（54頁）、藤堂注 12 前掲書（32頁）を参考。 








































                                            









69 白川注 2前掲書（1110頁）と同注 12 前掲書（603頁）を参照。 
70 橋本注 3前掲書、153 頁。 
馬 梓豪「日中比較からみる日本古代朝政の特色」 



















































78 寺沢薫「青銅のカミとマツリ」（『日本の歴史 02 王権誕生』講談社、2001 年）97-124頁。 

















































                                            
79 井上注 3前掲書、40頁。 
馬 梓豪「日中比較からみる日本古代朝政の特色」 
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